
富まnfnhcc,;esand oo561 80517

48lzIChes 0O3490C295

67にEhh;呈and oo259 00237

1(.and -̂1meantheaverageconstants

calculatedbydataofasccndEngandof

dcsCendlngtrajectorleSrCS押Ctいely l亡

1SEou】1dthattheseagreefalrlyllelllVlth

onesobtailld by e〉こpenmCntSOfll】r)d

tunnelqWehalecalculated ドfrom the

forzllul'lC(1)-(6),LZSIZlgtheobscrled

laluesofJTrLl.,andT,andthevalueof

I{lnTtlbreI

Thl】SfromChcvelocltyCquatlOnOF川-

terLOrbal】】stlCS

I,-_r/言 [りユ

whLCh l､-asdescrlbcd 】llmyprCVlOuS
paperfJofChcllldExT)SocJety.Japan

I5.269,(1953))lVC()btalrLlntCr10rbat

llstlcconstants(lfthepropcHant(b一ack

powder)as

_V-17200,.10-0256

NoⅥ,wecancalucutatcthepres班rCm

amortarbyuslngtheseconstants The

caZcLllatedl･alue50t preSSur(･Of431mch

mortararc ralhcT hTgherthan those

obscr､,edbylcadplategage

(HosoyaFlrelVOrksCo..Lとd)

爆 薬 猛 度 の 実 験 的 研 究 (im E榔

高 速 度 衝 撃 下 の固 体 の塑 性 涜 動 波 に つ い て

(昭 和32年3JTILt)F'̂7q)

桜 井 式 1.'.)

(甘tLl刑街株式仝u:氏及工機)

r 這∃ iJ

先報にわい-l:,姓繁のgC撃を'Jけた低絶望Snのf&iEl

近くに.長骨lF弧 産の芯退廷b-･あること1_/和明し

たが,さらに,区々の掩匿の兎,茨U'丑鑑の金gtにつ

いてしらべた｡その品粟,脚 近傍には,俵過度で転

子許し,講述で肋 l啓かする特長な応力eiの彰文が存

在することが明らかになったので,その8進を報骨す

ち.

この現我.三.加えらItた砺里がきわめて烈しく,同

体は肋的に硬化するKせ軒的現戦をもはや糾 す,-Jこ

とh-･できなくなった状瓜と見る-さで.宮わは固体がL

破特約に洗鵬 をわび始めた堺瀞と考えることがLでき,

この瓜力むは鎮記の=とく,aZ)次屈性iE,また十三盗蛙

証軌だと称すべきちのてある.

きぬめて帯並足の打tF下では,このように.酪体は

固持に怜和である哉い脚 力から解放されて.故地的

性冗なおびるてあろうとすうことは.すでに lVElけF･互
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ぴCR】PPI8らによって可甘されていたことであるがり.

(194B),未刊においては特に企Lny和銅とした先臨株

Eミ+_,和告する｡hrl石.蒜舟ITl化合物等の物穴lこういて

は'つづいて鞭曽する予定である.

ここにとりあつかった全IJlのうち,給とアルミニ12

I.'CJi明らかに良性相 野,5'L苛められたが,軟では.tzZ

めらZlなかった.舟では'この現虫の先生すら限界戊

カは約1仁万免圧である.

2衝や速度 に応ず る応力蕊の

形態の変化

2･Z 政速度a瀬 下の応力を (群廷泣とち政吉)

- 粒に.敷m/S墳丘の抵立社丘細野~lfでは界性alが児

生す る｡従丸 との辞世誤伝指問笹はかなり好伝とし

た埋没か影成されているが,さらにtlFがL亮適にたっ

て,ある限界から良性拙 宅がt現射 こ介入してくJtは

その空までLl無力である｡

この定性叩Blの暇 は-古くはCotlF.OH か辞伏御 中



セ土圧汁】トこ利用L_たこ⊂LこELかO =ろが(1773).辛

の枝,多 くの場合,企Blを鞘RTとしてiZ虹虹工や.tr

J缶勤の榊 o)拡力柵 一二ついて行bLlて

さすら しかしJ今六大ti幸･こ梅Jtの応力ltTや姓申臣

の脚 桝 に粥故され,急速に兎Ptしていろ. この

t9<5年♪JJ+のJiウ扱いはきわめて伽 なPJ)Z5dにもZXJE

が床けちれて宗たこと{･革 tの特売である.市 2には
態宗のi!RiBではた奴的尺丘における不均一世 にもと

ザ く問詔.土市 2蒙的TLものとして無淡さLL{.きたb'L,

この爪が棚 的見地から注目さ̂ てL.tたことも見違

せね一軒である.

このn挫PIJ泡の暮l的な鼓念の才人は,払姓世にEAす

る KJL･I,1ざらの鉦ji的考蕪と,Dt;ym らの実軸1こ上

って孤立された｡

い士,排状粥料の欄 に班軽JL加え.距■なW群JJL

からX.時Tulrにわける変LtJzl'.pD.qセ夫 拝々科の

甘 皮と拡力,Eを ･I･･JrLzで京 され ろ並 とすれは.

LagrangCの長日に上る霊由式をとけば

･･rz/弓 .窓 くり

となって,茨のnEEE(-A-().1_.-L由tlの械fIで

定 まろことセ示 し.また可:学迎王rlは

-,-IJニcdE (2,

で柔さ九･月鞍の杜伏すEいこ払-･■る一守の臥罪過丈が.

存∈し'それ臥上の■域で▲まk睦だblL(I)式に従っ

て蛾 する.この辞は EuZeTの力掛 こ上って,)阿-

の措異*Lj8くことが･できる.

二･= gt■古の発生

上おのgESgJEgE書.=上る正鼓の#箆だ,J'た.三見姓

ai,その折I斤の菰礎として秒的な並カー苅曲線JLFf7

い ろことができろ.しかし,tl的条件下で月flが7t)a:

LLたるに従って庄お しJEくなる逸文があ山 1.(I)読

に違う折の転結巡民は講 述となり.波面が切り立った

大きliB;カ勾定を刑 藍eEF･死生する.Zq,1蛾Z)こと

ま,q六の力学でb丘 もカ'" 旺件のJさ含.二は瑚 うつ.二

月鞍の血的な蛙文を予言することはできないので,tF

しろD ..tL頚カー盃耳鐘を尊く実魚持典に僻 が･かけ

られている現状てある｡

213. 布地 世野の発生

地 '･充分一二茶Zu で起る亡きは,L5:推.三謙触

jZセ示して旦珪茂れJL丘 すことが可也である.

この一つのモデルとして,yl)ソ7-か!f丑的'こg!

い日的払 こ投出されJIJ匂合を考えるとよい.捜 丘で

.ま′'Jン1-.ま平らになるか.肖持合力を禁Lてい

ち.しか1.,.充分にホ速になれ.三白的●こそって外 こと

ぴkってしまう'Cあろ).この年全血杓が7?止して

て,巧姓鯛 のyyi'/-か憎 rlで虻完するの'{

帆 こ抱七井爪Lこと乙と,//9yy-の中を伝点すTJ

古o)連JEは,雌 とJg!t7の槻 ●ニ酵9たすちら･ら,

琵の杷対迎丘 c'は

･-<1-L,･ J:edL-t'･ (3,

とたる.Cは ())式で元されJTJ相対適正である

そして
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る｡水和の T-･L曲頂は,コンタク ト許せチープでお

3 蛤の耗虎の姿化による波の伝 おいuスタ′日 にして行ったものである｡

手さ速度の井状世

先に TITIT (JO,95g/cc)300J:0)Gr焦粂作てL三.カ

の肋 't低下するとは瀕近くで急に祖父逆圧の上井が

起 り,この蛭文は芯純正の舟にくらぺ-:R常Lこ烈しい

ことJ_/の-た.従来使用し{来た煎三三横力分析艶文;ミ

節.75i'以上のものであろが,この鵬 だ7)R常世を

見出したものは 9918>'であった.この飾xl判でとり

あつかった二BlのjBのほかに,周のt,-'Iの75現援晶

を=環,それにSbを 2.5,丑び 5,< 含有せしめ!=邦

首について,a-30mm の伝桔連荘J_/耶 すると苧 [

のようになった. Cの脈 は約 1確りの方法て , コ ソ

7クトrNlかく･Lを〇･025mm にくつ[=併J='ある｡襲 I

に/,戻したbE;星空○の班は 0.4mm厚さの円転三宝.こ上

るものである. この)ち,99le,I.I.及びSb.7Cガの=

筏はホ兄潤の'=くわしく格言逆圧の湘浸せ待つ'=もの

i-ある●

このほか,矢験した各色t邦 の地正.不最近の分

析抜取はまとめて木棚 枝の会いこ7-T;しておく分,

鶏,鉄の在任は =与mm,TJL･Zニウム■._ こ̀mrnであ
ち,

我 1 杓の托壬と技の日経連真

打-3Cmm,dtZQ.C2STT)rn

け祐 TNT(10.95gcc)3ccg

9979 - 4.5CO - ¶ TlJY■LhqIつ

れullRハr>

I)上カセ木地入れ

叫SIkの不的斡

竹H佃の鈴にSb25,0.I

向上 Sb5ク∠

飽定が約卵 7〆以上あれば75辻である*･,これ.=放

き入れをするとやや低下する.そして.純正b･gqIce.I
になると急速に低下して 2.630m Sと1Lろ｡このEE#

‖-30mm における栃文過度には大益ないが･.組 の

低Tとともにやヤ上井気味{･ある.しかし,これT_'け

i･はなお米実的讃跡こ乏しいが,それはさらに7R;純だ

晶と任駆 最の魯定律におけるぐとrの全面的な許相

の藍をしらぺること†こ上って少えられる.

そこで.このような異常性を強く現わしJBわる晩生

99.】8% の弟について,7-d曲技を戻す とE2)2とな

29

S

を

41■■

団2 氏tP.正栂の 丁～d曲浪

これから洩わた.･は讃 2の上)になり,これセもと

lこしてTiいたiEの伝信過度一棟 助辞は皿3となる.

各在 庁 Hr'における13称進度 rhを平均適度 C.'か

ら求める方法は次の如 くである.

cA/〟Jt- C/I_lEIhL
～-【 て 一丁~L二三二L,I-ユ,2,3

urL- LI'l_I

表2 低的まねの各位 ■における平め祭事壬

達丘 ′(Pb-9918/.i)

--l1

30 1
20 L

･J
.

'･.･

･)

,

i

:.1
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同4井底肖均よね4)戟F速 ま.及び正

カiC兼由良

EZl3からわかるエうに,
脚部には牡速度で応力が

伝括する仰bRz):存在し{いて,
市棚ではこの切要

はせまく,
僻は-そう長い仰せにわたってい

ち
,
そして.この仰甥の娯
点で急i2tなく の上昇か

起 30 ⊃̀■一方.この傾城の具し位相

の輸見違と臥三.0-2cmm -(･は 27Om sにすぎ

ないのに,この除五度伝榊 ●こ入ったd-1Cmm

では6Ch s以上になることが･生白さrLる｡こ

の亡とrの変化かち,接洩齢迫にはiF雫に対して

馳 '･あまりにも弱､･吠田亡ILつて.己拝蛾 相を

皇する.qfだにくらへ袋遠でE持し.aZ:遠

で亀三が維する芯牲謙抑 の碑 をふと

めざるをえか ･.この=碇の軌 こついて簸買

蓮だと圧力の蹄 島損を比較しておく｡(Eqi

)筋 Sで監棚 を強く起し'_依脚 は5Ltが負託

である｡しかし'g!泌 正坪のJEカは様相の藍にかかr'らず

大盤1J:i.ようにみえる｡ 国には比敬のた

めに鉄の場合も荒しておく.軟は姫の上うTE状態

すなわち,坪草野の発生すら釆t_'に起ってい

ない金成である｡阿 り tら,保税緒 一三約9万

完庄且上の圧力下ではtE崇むは発生せi',モZほし

との圧力では現象.土市U塾性的になるこいう箆岸辺Bb'･

あることZ)'･t).か'=.宗暇 T:.ここのEiS:J7

:力はやや高いところ.二あると思わIL,しのようた

ことセ与良すtlE三,蝕 に故¥したく)の匿侍の本匠.ま-E2.

二に;V.E EEa5 7FEETの現任の軌



5のよう.こ1Lも.<･あろう,すTEL7ち.雄牛乱配の畑大

にともない前丘 2の=とく,

帝陸を一･耽大望鱈 一書やぎーX次も姓ZZとなる.

このときの ･ とFの富化 ニヨ31ごやのニ1一二文化する

てあろ†5'..もちろJこ こL,らのIFl攻のLtJEここさL三

朝fl'こよって王化するのは葛mである.

3･2.沖 の持品性の和異と秋色とのgI適法

この宍且に使用したBlのiu Li晩熟 こ上って次のヱ

うに封 ヒしている｡脚 .王Plだ3-某のスタ ンt,ス勾円

妊セ^書†-7-タ-Jz用いて 1cm の和 で肺 面

に落し,門弟の進入訳書を,'つて示した.11って･援

いほと小さな位を荊す.

読3 飴の税吏による9!よir化

悦焚7∠ 6(虎mm

99.70 1LE)

河上木坂^れ 0918

9や18 D877

97.P Ld▲e
9478 Cl=-

Ei1 日牢A l 舟の絶壁,文は水戊き入れに上る指瓜の変
化,右 脚 ,左 竹 はガ.中央 69･7Cガ

に棚 入れ.鮎 性は棚 漣'~倒 して岬 した.その扶

' 榊 3,9〆 茸酸化未事 ll 果せ平井 1

に京す.石は脚 卵 70%,左は 9918t.I.中実はの水枕き入れ桂 のものである.掠J!i!は水吹き入れ

また1三不払抄の椀 に上って七色イヒしたことかわかち

.この.:I1=変

化.土,也巳丘的見三重からも大さな■̀亡をi.つて

おり,和 の工Z481こおける伽 の何匁,あるいは広く,故JA

現屯の駅東とも熟 ､戻床がLあろと皿われろ｢もちろJ

.現在のところでに . これらのhzTの立ち入った設執 iできない

が,E箆訳には次のようなここb考えられよう.た

とえは.脚 のZykqには,平日義援の d.J7息窮迫妊4㌧JJ GrLuyの二眼 の厄野道L正●●の

切取叫 或いは即 のcI.及び rAl

)軌 いづ九も=JT的であることか)t･速していろ｡い

づTLの取合も,Zll一括払内の転移JLにbとでい{坤塀さ

TLるときと.輸血投手仰の界面蛭な熊況しては放 り立

たぬときとLi実力の洲 .三自ら久なる世であ り.こzL

らの二元性はみとめてかからなければならないと皿 う｡

このと.;I.rf涼とた蛙沃地 のⅦのEZ馳 '.

不等鞍又.ま始点ti手の大きさに支配さ_Tlること

は_,lf吉の脚 tJt(扮 Zf化)をあわせ考え

,このE一罪点lこおいてそのEE:件のもろい旺文の

柾 が発生することを城 ると考えることが.でき,正字琵伝

播L二王ろ扱城.ま考えられる雌 のうち

.いづtLか,Jtももろい書架を合tla*に上って行われ るこ

とがJl辞されら.不昆輸{･介在したり.鮎 が小に1=

ると,見かけは史くくも動的にもろくTlり,上り

伝盈匠の1半速丘で ･･もろさの鵬 一■にヰすることがで

きるので.&車鼓とも性郷 だのE:外圧力は床下する

.たP'.地文が非常に∈1田た持合カ-e結.ま

れて才･''り■敷設内のV♯J_,受ける

メ事が凄カで,きわめて耗Eに耐え.また庄和の余地

な充分持っている時ふ 牡や法の城にすら姓LPいこともあ

るであ,-'う｡これは俄の上)な敬合である.従って

.金BSのなかでも姫や7ルミニ.?I.などは中相 の波力の

僻 で様相の変化を我薪することが･できる好封fK･ある.,

-つは叫一也^なJrくもの.rLは争並A粒子の

Tfd:l=がさされるもの. これは民侭のEl

..■にQr431もものが･あろう●,寸着は 亡d(E

現的t裂立正)の71tこL-Ja外連d:tip_与えていT
=い.cILJ▲.Yの■e_ほgItiELLの皮立す
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43i書力の変化による凍相の董 (蛤)
耳4 JtD:(.た芸.二秒をつけ'_天■

8-38rnm Pb-99.77.

ヰ･l RDX▲こ上る突放 bt盲
珪素5E用した T.hTT(AO.95g,cl:)の援護は与.g貯m 5

であるが,RD):(_.).Dg,EtL)で.三5.3∬m sで-AZ婆 0
カ{･ある.この RDY300E.=上る=斑の舟 (9970. 5

99は〆)の ,_d畠税.こE2]6となり.こTLからCの産 tC

/･･r

J三 TS

_.1さー

=.25J

3,:Jl

4のように.むしろ,砂の唐が.あztはCは識速と11

る.もちろん.砂の鬼が適宜以上にな,NJとPIび位1-チ

る.この現収は TATJT.または RDXを基剤として.

------.--

./一一二/

姓ガを変化させて行った次の突放で一成明らかなtF念

が与えられる｡

'･2. TLNrZ.及び RDLrを基剤とした不労変化に上

るCのAL化

I'-30mnlで.I-4.5(氾m sを元した TINT に,不

消牲鯛 のタルクなiE合して.a-30mm の伝播速度

七湘定すると,】0% で2.07Cmら,20,Q･'では不死はの

一一一三･一一一■■■~ ため&･握 ICさ加 .った｡一万･TFT に三- 〆リセ

伺6 RDX(LIO.95J∝)に上る幹の一一･J曲&

丁 :聖 ::

図7 RDXに1る弗の亡の巨巨練的変化

欠ylり,煙ia'fl近には低適度伝拓成蚊が初:在し. こ

^は'llNTの蛾合より点く,また改組産品に破 くあら

わrl{いる｡輸定温虎はTNTの取合よりも試適.{･2

fF以上に速している.従って.たとえは 4-3Cmm で

はCはTZtTの約7輔.こすぎないが,pは2倍である

ため圧力.ま失望王り正圧となっている.

このよう.こ,TXT 上りt>弓矢力な RDX.こよちと煙

浬芯●こgi幸三の形式でたく,L･しろ=陸釣な馳 '1-

gヨく恥 tLる.そこで故意▲こRDX廷匁の太治■に

TL,Lつりをつil,卦 こ与える芝生カセ弱めて行 うと一芸

32

)ンセlCl.'台村させると2,eJ33771S.20% ではさらに

屯下して 2.29cm′Sとなった｡このあ りさまを鑑定す

るとJZl8Lなる,'rm qi軸 三景甚て,発券 の強いほ

ど,また窮いはCCに皮下する｡ク/i･タ2C3クー'では不発

はであるから.この場合に欝鰐を鰐 する正は軌 .朝

姓預であろ).従って.この血税が1謙遠位を京す水平

投と変った点の右は正典井蛙吉の伎奴<-ある.モ九上

り抄 が･gLく1Eると,可幸吉が発生しはじめ,TT(T

l担架のF付近が･JLも鑑惣的▲こ群生吉を更生させ.モ九上

りog:車力b'･増大すると.耶 瓢 二位道産で汐が･仁拓

するfR,次の煎蛙郁城がL発生する上うになって,跳 nb.

ちの糊 卦 三低下するのである｡

RD)こな基剤としたときの様相も全く同銀であるが.

TNTより強力であるた埼曲頓が全鰍 こ右にすれてい

るのは当然である｡

この血税の左石の御領の米環的な荘R,すなわち.

一万はPll生的成魚七台･-A.一万は正弟の13や匠 Cある

こと1_'煎すため.並力な蛭茄の例として RD･{90ニト

E'グ,J七.)ソ】0タ.'の岨合,易い例として,RDXaOタ

ルク207..'の也合の珂新 二ついて,鮎 から3cm･t.J･1円

の伝梓逆圧h-L変化するあ りさまをEZ相 の左右にかかけ

てわく.前者は榔 即 からの立ち上りを見せp枝

卦 三轍 の一途を辿っている.

' 守Elとして,苑包宋71･I._電着テ-ブーB:で3;)A

われている,ナIzbち,笥貨にii真を琶てん捷

xJIの屯耳の折り代'E罰 り亡つて,a書チープで

めも.
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T TNT,aRD)

【lhTl 三tI,グ')･b_1)ノ,C Tん9
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捗完の抑 王 手'･Jf一女比較する界辻E:抱のふれJLふると,

T六TとRDXの空.三大であり,RDXを弟めて.lrNT 一ニー要させる､二王少く.325,'Jの7Jt･クセE

tとしている｡そiL.=iJLして,煙道DiE.三

.比t加 小でこれらの点を考えると.このような一才二

元快 打下▲こおい{は邪 の淋 或力1ウも,LLL,-),

暇 の民子の方が-そう塾く作用してい

ることd･わかる. 33 鉄の実等

以上の現攻は7′レ ミニウIについても見出す こ

とができる.払I毛ヰJTnTTlの

7 ･̂ミニウ上様に･ついて,T.h'T(JO_95JL∝)3∝g に上るはi刃

から告昏#王でのeEの平を達文

な.矢至ヨウ茄_tW')のL)藍で求めると&

丘となる.これをも

と.こして亡の辞表 6 7P･ミュ

ウ ⊥内の浜の伝指逗よ! ..?,

3;3 i::蓋mに上る変化曲枚を弼くと図9とたる｡

この油受もヨyタク川-1かく･Eを0.02511

1m にとったものであるが,dが小になれは,fi常の

自由面速JEi三犬 となって,脚 おくLtは小と

なるから.鼓の時 時間が小になるT=め不当にBEi差が大となっ

てPU､け上陣没を戻すということt三考えらTLない.次で,T

ポT.fZDXを去月とした･･=3=mmの苓鞭化の紬 を行うとl510とたる.(酌9でL三.tI

L]307nm,王政諒と茶道の柑 故を含んでいる｡)同

ICの失醗巧EBでは東男の劣化に篭って高遠となり.

亮相 性だ℡域b-･紺 に鼓じて行 くこと

がわかる｡このEi界圧力は労よりも位いことかわかる｡突

当り,婆力な RD)【兼三TAT(T票の古方にtlしている

｡次に,鉄と抑 こついて.TNl系について¶-2Gm

mで粟野変化の爽取を行った(図10),鉄 はニト.,〆t)セ

リン40%にいたれはやや放下するが,このiq6位法の

飢蓋=)は 4.5COm/S寸 土190m:Sであるから.この税政の変化-

Cは何んともいぇないB銅もそうであるが,ニトF7グリセ,)ン

20,0./の齢 と,'llYrlqi排の坊flとの磐はi勺LICOmlSあ り.親'まはi表の=

く近 くに妊遜此仰故があるかも知ttない｡Ifお,今

LEllの鉄,親のFtはg!エ付の好一と一･致した伍である｡

なお,許良の苛性欝だ畳ま一三表占の=とく'eある.確定11法.

ま,チタン骸〆 gサムのEET?Li支敬具をfqJ持しT

,!三サムC-3Cmm のqll.tqのtXfまllTJている.
その実Eeしてrまi.rT:J=0.Cemm の-JL女^+._好事'i未5,のtl芸E',..の
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Ea9 7ル !ニウ上のrの鮫■的変化点綴

田tO 7Jt･ミニウふ.

放,h のあJDによるの変化て■柵 の

一箱.ニ与えられた旺C.こ1る珊 来島のiS;tbを放

任lL.その鰍 態から共好爪i･見出して隈有城取丑や求

め,摂取は式とLBl和kEBR の開床から井蛙RE訂な折井する威式セとった｡このit

握 は伊き一里臓腰の耶 丑に1るものであるB

表7米Jl沢村の野性扶巡Bt
0.(】0-15やC)

金 Jt ･dm

S竹 (Pb99 le,

.メ) l.2EO*

3,647鉄

5,つ737 ル i ニ ウ ▲

J'.3jX)匹9のTJVlニケ上の

の肋 変化血涙の右すモJさ.ほとんど讃7の rJと一女 し

ている. また.鉄は相当糞力たr軽条件でもほとんど･.と変

らない.T汁TqI恥 こ上る由のcIま～よ0550'rLSZ

Eく,鎌招.当字干ZX書ZE的1こなっているとも見

らTt.るhl',煎.及び7r/I- ウ･'にくらへて軽R ･あ

る● 34 6 規疲律の世群に現 われた単性流恥の

収載以上のように,政和 さと,JifIの牧丘l

こよってはEu の近くに田件bJ一弘性.抱扶持を皇して

紳する艶色メ,あること7'Lのへたが,この点を村有の

玖Lt変形敷爪を書;要した掠ガミからも事付けておこう

｡願 でjaEiを肝虫したと._tの較改変脚 は JE

稚'､でも報告したことが･あっ1=.これEi.辞匝

38mm.堤Jre140mmの鬼蛙+_y経 書のは繋

て牡やし,弱い緑野から強い捜発へ変化するに従って七

つの彩に分31してみた

ものであっ7-i.この偶人の#1丹 -L_Ll上らくおくとして.副い楼策では

捕面が･"きC3こ''状にHLE.がる宅】生的変形を示し

.強力な倍賞になれは.もろtタイプの敵城を余すようになることが知らIlていた.また●これ

らの煙直接の群科の丑且if少は鎌力なtn 'に上るほと

大で,tLbは.これらの皮相の担排は吹きとはすものは

吹きとlJl_した技の状怨をしら-たものであら.しか

し,幕稚･e閉居とする琉歌は,この上うなは政経に或SZした罪科の撫

持て:ミなく,捷誠部のことであるから.帥 FLflい社台

や. 貰い苅封の耗B政片について茨正す-さである.そこで,RD_X(41〇gcc)3Ceg.-J'

-,>tEだふく,直径4cmTTlの
広兼をmいて,昆定99.18ガ の舟稚 くp-36m

m)について宙艦 影就農を特托した.先づ環々の長

さの煎杜について,一連の蔽吐赦粟の変化を扱疾すると,

抜J15く:m までの拡分は吹きとはされており,

ecmのtr超から鼓拙技の照両のありさまを釈封に現して扱ぎitきる｡このI

J料に班領lした故浪面の釈放はほとんど吐長には開成

なく,fjS0.3nlm lTtL産の粒子状の起伏をも

つ,も7>い故地dITであって. この投手の大きさは

Saのもろい蔽様のL郷ff辞任に相当+るものと皿わ

Jlる.鉄損はこの放す状の血伏せ山って按分TLLながら並行
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前述の盟性棚 の鈷巣生じたものとBlわ氷る.このこ のように,瑚 3JL.条件に tってはは淵瓢 こ布次の

つの政片の延を荒したりが叫 2である｡これは,畠 田蛭洗軌を起すことを良く元している｡さらに,煤発

に大形の監性光政片,右にもろい数多くの改代月,右 の威力が位下すLLは群帯の油田は依次の野性を示す

上端.=竣潤した鼓hI面JL元している｡これらの破片は L'さのご■状の粥 1L示す上)にILる.

'1-⊃aanm の砂合に搾申したものの中から並へたもの

である｡

写x2 RD)こに.tも由比_(Pb99はタ.I)

のeEI片のtk相次 こ̀ 鼓片の苅廿4人EFyt載するため.･L-]2

cmm蘇tiを鉄板の上に立てて RD)～

'e郷士した.月面で溌裁 して汎恨する吸付は,あろ穀

射角セもつ{いれば.下の鉄掛 こfTちつけられ'{鼓片の

防な現 す｡牢井3の右下はこのようにして行ったもので

,この熊片の特には欠班 ウ2杜那あって.一つは大形で数

が少なく,こん跡の形は花船 で,沢村を中心に放射状に並べた上

1に分布している｡こ11.1こ反して,他はPが多くて

細かく.掛 ま戯f

T朋 で別に分取 ヒの胞 1雌 はない.興味あることは.

この柁堺の跡は.王は一位の半 拝 r以内には全 く分捕しな

しことである｡しかも,阿科長tIの】甘大に上って,はE

qllの tうにほほTElれ的に和犬し.このrEl矧 11

爪点JLl汚すことから.このこん抄の汝は接iXにあっ/

こことか明白である このときの投射角は53匹となっ
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い ～紘■抽t)蝕交世相o:たものである｡従って.その節 終了して,伝描初見がyEl!投への立ち上りセ見せる時

折には儒々のガミRFMのTLq諾々耗しているが,2での- の泣面の拍党政庶lこ相当すると見て,今までの突放放

たように.al轍 LEの∬卯姓が存在することはきhめ 紫紺られ1=各企揃の純粋遜淀を煎すと次のことくであ

て珪日すべきものがある.これLi.高次湿性転倒規が ,-J.

金箱のZF吹出ti妖発生岱罪過慶.eZiぴ圧力

rl l讃 【

眉以上の上)に.q鞍に.tつて凶件抑 こ発

生した応力汚の形式は.いく授かの取界迅鍵

に1やせられ<変化することh･明らかになったが.本職管の

維 持典を甲的すれ 王次の=とくであろ｡(L

) 前轍紫における.高瀬r_7地政の舟内における仏力汐

の的狂速度机随湖に5Lfづくほど出を於 ナことを栂掃し.この税収はrLLl帖が丘的一)Iこ硬化するtF

fam勺Biqlを雌茄すること/1.でき1.挺出的性実包

強 く現わし始めた状態であることな椎羊 し.この/●くに

EPナろM PIVHITr'.及び Lolan GHlrr】Mの頗Za

的見塀を72L釣 して耽明した.(2) 妊々の帆だの

58については繋 くつ､N'1JD.95g′⊂C.3C

ぐg)の碓井に上ろJW J渡の仁播通産を軸管し煤粥からiG細 の範血(〟,-3Qmm)に

mつた半句進度は,私産が低下するに従って低下することを知 り,試f

Iの掩JL睦を奴薪してそ0)洲逆性な刃･tた,(3) TPiT よりも故力

TL脈 ZtD:(のむ革に上る花沢珂純正の射的の伝椿油虎

を再I泣し.立力なは紫でl淵 の鮭Jこかかわらで.こ

の〇枚払丘何奴は淡くなろ那,央成 り.床挺変節Q)方がL兵

制 -こなろことを13め1=.(A)TNT.及び R

L).T(JL滋剤として,タルク,又はニIL･′t)･t=リン.<･曲的JR力を劣化.

又は強化させた偵甥を用い,EEJt3cm州内のz

BEのE-棒乱旺Cを朔廷Ll=献 .発労り妓化に従って次郎

に講述に1Lつて行き.ある臥舛から河び促igLとIEろ純

黙せ柑た｡荻労を鵬に.一七綴鰍 ことったこの山形曲t

Rの右あ すなわち臥 ,新砂の方では山上招蝕とといこ淑i

Eの一途を辿り過に恥 ･兆労

りJ)は操軌こは仰過度例規が存在するので血税はこのj:うな

山形となる｡●1Nl,及び RDXを 36 I'Jkg

′cm三)loxIC19)×lC161X

IC4L2xIC4以上2OxtCIJl上基洞とした難I,-
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さztると,讃如 .?な雄和を示す上うになることかわか

るが'このことは,波面で触 りにa化する砺学友現故
文 献

と異なって'郎封の大きさや,現簸乾固の仰面ED甥の 】)M P ll'1■m l& L4､･AnGJuTrlJI J_App】

形声が一脈 く設負を安正することが考えられる｡桂 t̂cch19,割 (L9iさ).

って,砺紫野現象よりb複雑な阿2gが多いと考えられ 2) 嶺沖宍用 火姐tB l735(L956)

ろ｡もちろん一倍閉下の条件でもこの.上'}た形式の現 3) ti,沖荒神5 火協鈷 柑il(L957)
敏は考えられるが,こztは文題現的鼓県ともEW連かあ 4) 平田森三 科学i如22日

ると思われる.いづ11にせ上,現恥 こ速度の匹男性が 5) ∫ IGJlJAy J p̂pl phys 2T I,262

存在+ろことは改々に大きな事かかりyu'えている｡ (】956)

たえず温柄をもって指甫拝騒きzlろ村田屯博士.並 6) 扶持茶杓 火娼妓 17116(1956).

ぴに東涙大手二幸乱 山本藤野,疋EB 糞南条だ.同 7)横井式Pi 火蛤tS 13138(1952)

BE学臥 坪田硫三教掛 こ鰍 する｡また,>(封の帝性

が逆圧FIをに確 執Tflき,有益Ii棚 7)-<な附し11二東m
大学,伊野-臓 控に宗謝ナ/-J｡

OnBriszITlCeOfExT)losiyes(Xlt)

Ozlh)gh-orderplasticdcforlllatlLonoT80Iidproducedh)d(･tonJLtJOnOEexlllosivcs.

ByT Sakural

Formostsolldnlaterlals,tZlernOdl)Lug

ofdeformat10nLLd/dELSCOnStaTltmStress

qandstralnE uPtOtheelastzcZLmEt

and tllCndecreases.Therefore pZastlC

IVaVCpropagatesIVlthavelocltlylVlllCb

lsloIVertha71thatofelastJCIVaヽ-e

lfELq/【LE IncreasesatthecondztlOnOf

hlghpressure thelVaVeFrontbecomes

torlSeSteep一yandpropagatesWltha

hlgherveJoclty thantheelastlCWave

u】1tlltheshocklVaV(･1Sformed

Whenan】lnpaCtOccursatSu庁】cler)tly

hlghvt■Zo⊂lty.thehlgh･■rderplastECde･

foTmat】OTlbeglnStOStart.becausethe

materlalcannotmamtalrIItsCOhes】oTI

FTOmthe7X)lotOEthlSVlell･,M.どlThltC

andLe lanGTl爪 sl)zIJustratcdtheoretl-

callythESphenomcrlOn,butexperilnentaE

pr(泊fhasnotbeendofle. There1-Orethe

authorattendedtomakesureofltsヽalL-

d】ty F】rst,hemcasufedthelelocllleS

ofpropagat10nOfstrees IVaVeS lnLead

platesoE30mm thlCknessandofヽ arlous

purltl(■S

lncol1CJLISIOZlltWasfoundthatthe

37

lr

VclocLt】eS【)flVaVCSdccreascrcmarkab】y

lVLthdecrcascofthePurltyOfspecLmell.

asshollrnn thetableI

labLcら VcLocltyt)hynyo)nlcnd
･･ersLZSthepurLtyOrlead

purlty VC)ocll)OrW3､8
%/ rnrs
9979
9969
99115
9719
9｡69

E!畑
畑

?
Ⅷ

The reason lVhy 】sascr】bcd to the

e.VIStCnCeOEareglOnlEtlVhlchthewave

propagatesWlthato､vveZocltyOfabout

2,cm m/s On t'he contrary.partlCle

veJocltZCSratherIncreaselnEhcregJOn

ofreZatL､,elyloIVI,eZocltyOfpropagat10rl

From thcsq resultstheauthorc｡ncEuds

thatsuchAhlgh･ordcrp】astlHVa＼cmay

bem ore easl1yoCcLErCdlnLeadaccordJng

tothedecrcascofthepurltyI)ydetona-

tionoftheexplosLヽe(TNTusedherelS

rankedLomlddZcstrength).

Sccondly.S川ce ltWasthoughtthat

thehlgh･orderI)EastiCIVaVemaynOとOCCUr
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bydctonal】OZ10faWeakerexplosLVe.lVC

madethecxp】e)sIVeSOEvaTlOnSStrength

bymJXITtgta一cornEtrOglycerlne TNT

orRDXIVaSChoosedasastandard

Thc results Sho肌,ed thathlgh-order

がastJCWavesIVereformedlVhezlanCX-

ploslveofarehtzveJyhlghstrengthwas

used,eg m thecaseofeL'plosL､･eSCOn-

talnlng nltTOgJycerlnC.thewavespro-

pagatelVlthZolVVeZocltleSaSShoIVnZn

Flg8(p231)

lnFlg.8thcrlghcdoma)ncontalrLS

shocklYaヽC,loIVOrderpEastzcandehst】c

lVa､e.andtheleftonehEghorderp】astlC
＼VaVe

cOnta】nlZlgr‖trOgZycerlnearegZOnOfloly

vclocltyOflVaVeC)【)StSaSfaras1-2cm

from ImpactSurface.hollelertheLower

exp】osIVeCOrltalnlngtalcshowsah唱her

lVaVeVCEoc)tytharltheaboICCase But

thepaLtにIe'velocltrOftheformermay

tnhlgherthanthehtter

AfteraZl.slut:ethetyl氾SOLstressIVaVeS

changeaccordIZ)gtO COndlttOnOfImpact
lVCmustnoteVajuatc thelrCharacter

olllybythelrWaveVeZocltlCS

Thesamepher)omenorHSfouJldlnthe

caseofa】umLnum.butthelVaVeけいrOn

lsstllIelastle,andl】HTOnShocklVaVe

doesnotoccurevenbythehlghestcx-

Flg8Showsa一soEhahvavcvcJocltlCS pbslveoEallusedhere
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RDX contalnSnltrOg】yccT'nCOH O,･3or Meeh 19256(1948)

talcol20,･̀ res㌍ctlVeZy (NlhonYushlCoITak叫 oPlant)

In the caseofthehighere.T(plos】ve
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正 t実 車 (エ罪火炎蛤金持 18世辞 1昏)
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r･l rJ=
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30 (OA)215 30 (0i)】82
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